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要旨
　サタンに引き渡され、滅ぼされるサルクスとは単なる物質的な肉のことではなく、
近親相姦という性的不品行が体現された「罪ある肉体」のことである。他方、救われ
るべきプネウマとは不品行者の人格や魂を代弁する「霊」ではなく、彼がキリスト信
仰に入信した際に与えられ、彼の「霊」と融合し、なお彼に内在している「神の霊」
のことである。パウロの宣告は黙示的終末論に根ざした二元論的世界観を前提として
おり、「すでに」と「まだ」という終末論的緊張に関わっている。この緊張関係の中
で、信仰者の救いの実体を確認し、個々の行為に対する警告と審判を発する霊肉二元
論が機能している。近親相姦者は彼の性的不品行によって「まだ」の状況を悪化させ
た。しかしパウロは「主の日に to; pneu:maが救われるために」、と「すでに」の状況
に望みを託したのであった。

SUMMARY
 This article argues that the sarx to be delivered to Satan for its destruction does 
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not mean the physical flesh but the sinful flesh, in which sexual immorality is 
embodied, while the pneuma to be saved is not the personality or mind of the 
incestuous man but God’s pneuma, which was granted to him in conversion, 
integrated into his pneuma, and kept alive in him. The relevant sentence in 1 Cor 5:5 
presupposes the dualistic worldview rooted in apocalyptic eschatology and concerns 
the eschatological tension between “already” and “not yet.” In the midst of this 
tension, the dualism of spirit and flesh functions to confirm the reality of being 
saved and gives a warning and a judgment on individual behaviors. The incestuous 
man, through sexual immorality, worsened the “not-yet” situation. However, Paul 
gave hope for the “already” situation by saying, “so that the pneuma may be saved 
in the day of the Lord.”

1．問題の所在

　1コリ5:5で使用されている savrxと pneu:maは何を示すのか、またそれに関連して
eijV o[leqron th:V sarkovVや i{na to; pneu:ma swqh:/をどのように理解するのか、さらに
「サタンへ引き渡す」とはどういう意味なのか。原文が曖昧であることや savrxや
pneu:maには意味の幅があることなどからひとつの解釈を絶対視することは出来な
い。本小論では先行研究に学びながらも、当該箇所を考察する際今まで十分な注意を
払って来なかった「終末論的霊肉二元論」の観点から上記の諸問題を再検討する。こ
の考察を通して今まで理解されていなかったパウロの真意を明らかにしたい。
　最初にパウロの倫理勧告の大前提となっている「すでに」と「まだ」という終末論
的緊張関係を略述する。そして彼の倫理勧告においてそれが霊肉二元論と協働してい
ることを論述しながら、1コリ5:5の諸問題を再検討する。

2．終末論的緊張関係（「すでに」と「まだ」）

　多くの研究者が考察しているように、1 黙示的終末論の特徴の一つとして「この世」
と「来たるべき世」という二元論を挙げることができる。パウロは oJ aijw;n ou|toV、2　
oJ aijw;n oJ ejnestw;V ponhrovV、3　genea; skolia; kai; diestrammevnh、4　oJ kovsmoV ou|toV、5　
などの用語を使用しており、「この世」を神に敵対したものとして対象化しているこ
とが分かる。他方、「来たるべき世」という用語は使用していないが、キリストの再
臨6や差し迫った終末の時、7　怒りの日・主の日・審判の日、8　将来現わされる栄光、9
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a[rti-tovteの表現10を使用しており、「来たるべき世」という概念を持ち合わせている
ことは明らかである。なお、「神の国」11や「永遠の命」12という表現も「来たるべき
世」を象徴する表現として理解できる。 
　P. Vielhauer はユダヤ教黙示文書においてこの二元論に見られる「この世」と「来
たるべき世」が重なり合うことはなく、お互い分離していることを考察している。
「この世」が完全に過ぎ去ったあとに初めて、「来たるべき世」が樹立される。13つま
り、終末はあくまでも未来に属し、二つの時代が共存することはない。自分たちは終
末的神殿を予兆していると自負していたクムラン教団でさえ、終末はまだ到来してい
ないと認識している。14

　それに対して、パウロは「来たるべき世」はキリストの死と復活によって到来した
と確信した。死人の復活はユダヤ教黙示文書において二つの時代の転換点に生じる出
来事であったが、15彼はキリストの復活をその出来事として理解した。事実、キリス
トの復活を終末時に起こる出来事の ajparchvとして捉えている（1コリ15:20）。これは
終末が到来し、もはや引き返すことができない事態が生じているという認識を示す。  
つまり、キリストの死と復活は二つの時代の転換点を刻印した。そしてこの出来事は
パウロにとって決定的な一回きりの ajpokavluyiV となった（ガラ1:12,16）。それゆ
え、彼がこの出来事について語るとき、アオリスト形もしくは完了形で表現してい
る。16また、コリントの信徒に対して終末がすでに彼らに到来したことを言及し（1
コリ10:11）、17ガラテヤの信徒には律法と信仰の関係を時間的経緯から説明し、信仰
が到来した今、律法という養育係の下にはいないことを力説する。信仰の到来とは来
るべき時代の到来、そして養育係としての律法はそれ以前の古い時代を示している
（ガラ3:23-25）。さらにパウロは終末の pneu:maが信仰者にすでに与えられ、それが彼
らに内在していることを繰り返し述べる。18pneu:maは救いのajrrabwvn（2コリ1:22; 5:5）
であり、終末の収穫の ajparchv（ロマ8:23）である。それゆえ pneu:maは信仰者が新し
い時代を生きているということを継続して証しする役割をもっていた。
　しかしながら、新しい時代の幕開けにもかかわらず古い時代であるこの世はまだ完
全には過ぎ去っていない。この世の終焉はキリスト再臨時まで生じない。罪の勢力は
今なお強く、信仰生活に影響を及ぼし（ロマ6-7章）、死の力も復活の体が与えられる
終末まで効力がある（1コリ15:26;1テサ4:13-14）。このことは救いがまだ完成していな
いことを意味する。従ってパウロは救いを現在進行中のものとして、19まだ完成して
いないものとして捉えている。20また、救いが未来に生じるものとして（ロマ
5:9,10;11:26）、21そして将来に約束されている「永遠の命」（ロマ5:21;6:22,23）、あるい
は、将来の「復活のキリストとの結合」として捉えている（ロマ6:5,8; フィリ
3:11-12,21）。
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　このように古い時代が完全に過ぎ去る前に、キリストの出来事によって新しい時代
がすでに到来してしまった。それゆえ、パウロの黙示的終末論においては二つの時代
が重さなり合っている。その結果、「すでに」と「まだ」という矛盾する事態が共存
することになった。研究者が指摘しているように、22この終末論的緊張関係に生きる
ことがキリスト信仰者特有の自己理解を形作っていった。そして、この二つの事態の
共存がキリスト信仰者への倫理勧告の大前提となる。この緊張関係はキリスト信仰者
の道徳的葛藤を引き起こすが、その事情を最も的確に捉えているのが霊肉二元論と言
えるだろう（ロマ8:4-13; ガラ5:13-6:10）。
　信仰者は終末の pneu:maを受容したが、なお古き邪悪な時代に生きている。彼らの
からだは savrxを持っており、この時代を支配している邪悪な力に取り込まれやす
い。pneu:maの受容は新しい時代の決定的始まりを刻印する一方、savrxは古い時代で
ある信仰以前の生活の名残を示す。信仰者の内にある pneu:maは天的エージェント
（作用者）として重要な役割を持っているが、それは信仰者を新しい道徳的生活を維
持させ、信仰以前の生活に陥らず、罪の力に負かされることがないように信仰者を助
けてくれる。他方、savrxは pneu:maとは全く逆の役割を持っており、信仰者を古い時
代に引き戻し、入信前の不道徳な生活へと誘惑する。pneu:maと savrxが拮抗する実存
的状況はまさに「戦場」となる。23この事態の発端は神が独り子イエス、そして
pneu:maの派遣を通してこの世に介入したことに遡る。神の介入以来、拮抗した霊肉
の戦闘が継続しているのである。
　30年以上も前にK. Stendahl が指摘したように、従来の研究は「西洋の内省的良心」24

のためにパウロの神学思想を正確に読み取ることが出来なかった。この「良心」への
執着はユダヤ教の誤解にとどまらず、パウロがごく自然に所持していた黙示的思想や
古代宇宙論の軽視を生みだした。霊肉二元論はそれが扱う実存的問題のために良心の
呵責や罪意識といった心理学的観点から解釈される傾向にある。25しかし天的エー
ジェントとしての pneu:maが関与する終末論的緊張関係の観点から捉えることがパウ
ロの理解に即したものと言えるであろう。次に霊肉二元論が終末論的緊張関係の中で
どのように機能し、信仰者の実存を規定しているのか1コリントの二箇所から考察す
る。

3．1コリント
3.1.　1コリント2:14-3:4
　パウロはここでyucikovVと pneumatikovVという二つのタイプの人間を描いている（1
コリ2:14-16）。26前者は pneu:maを受けていない人で、それゆえ神の知恵を含め pneu:ma

の事柄を理解できない（1コリ2:7,12）。そしてその人にとって神の pneu:maに属する事
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柄は愚かなものである（2:14）。後者は pneu:maを受けた人で、それゆえ神の知恵を理
解し、すべてを判断できる（2:7,10,12,15）。yucikovVと pneumatikovVの対照的な用法は
復活の体の議論の中にも出てくる（1コリ15:44）。人間の体は yucikovVであり、復活
の体は pneumatikovVであるとパウロは主張する。そこには道徳的意味合いはほとんど
見られないが、yucikovVは人間存在の限界性や世俗性を表わしており、yucikovVの体
は腐朽性ゆえに神の国を受け継ぐことが出来ない savrxや ai|maと同一視されている
（1コリ15:50）。つまり、yucikovVは savrxと ai|maという朽ちる部類に属しており、朽
ちない部類に属している pneumatikovVと対をなしている。この点に関してパウロが
yucikovVという単語をpneu:maや神の知恵を認識できない人たちに当てはめて、他方、
pneumatikovVを pneu:maを受け、神の知恵と神の pneu:maに属する事柄を認識できる信
仰者に当てはめていることは合点がいく（ただし信仰者の体は終末まで完全には
pneumatikovVではないけれども）。
　過去においてコリントの人たちに、pneumatikovVとして語りかけることが出来な
かったことをパウロは率直に述べている。なぜなら彼らは savrkinoVな人たちであっ
たからだ（1コリ3:1）。当時の彼らは「固い物」を口にすることができなかったので
「乳」を飲ませた（3:2）、と比喩的に表現されている。しかし今なお、「固い物」を口
にするほどには成長していないことをパウロは指摘する。なぜなら彼らはまだ
sarkikovVであるからだ（3:3）。27 pneu:maを受け、入信した者は当然 pneumatikovVと呼
ばれるが、現在のコリントの信徒を pneumatikovVとして語りかけることは出来ない。28

さらに、パウロは彼らが yucikovVであることを示唆している。直前の箇所で
pneumatikovV と yucikovV を対比させていたが（2:14-16）、3:1-3では pneumatikovV と
savrkinoV/sarkikovVをもうひとつの対として提示している。pneumatikovVに対比され
たそれぞれの用語が同義的意味をもつことになる。すなわち、yucikovVと savrkinoV/
sarkikovVが同義的に使用されている。この推論は、パウロが復活の体の議論で
yucikovVを savrxの特徴である限界性や世俗性を意味するものとして使用しているこ
とからも裏付けられる（15:42-50）。29

　こういうわけで、パウロはコリントの信徒が pneu:maを受けておらず神の知恵を理
解できない yucikovVで、かつ savrkinoV/sarkikovVとして振舞っていることを批判して
いる。換言するなら、彼らは入信以前の状態に留まっている、ということになる。も
ちろんコリントの信徒たちは、他のキリスト信仰者と同じく pneu:maをすでに受け、
洗礼時にキリストと霊的結合を経験した人たちである（1コリ2:10,12;3:16-17;6:11,17,19;
10:3-4;12:13）。しかし現在の振る舞いはその対極にあり、あたかも新しく創造されな
かった人たちのものである。
　コリントの信徒たちの間で zh:loVや e[riVが絶えまないことをその理由としてパウロ
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はあげている。彼らに生じていた党派主義は、いくつかの研究が明らかにしているよ
うに、当時の「修辞の文化」に根付いたもので、哲学や修辞学のサークルで教師や師
弟に生じていた党派主義と類似している。30このことは pneu:maを受け、信仰共同体
に属しているキリスト者が今なお、この世の論理や習慣、文化的気風に捕われている
ことを示す。 この現状をパウロは嘆き、sarkikoiv ejste kai; kata; a[nqrwpon 

peripatei:te（1コリ3:3）と言い放っている。このような信仰者を pneumatikovVとして
語ることは出来ない。
　1コリ2:12で pneu:ma tou: kovsmouと pneu:ma tou: qeou:とを対比しながら、信仰者に
与えらた pneu:ma tou: qeou: は、過ぎ去るこの世には属さず、来るべき新しい時代に属
する神の力であることを述べている。たとえこの世に生きなければならなくても、
pneu:ma tou: qeou:の所持によって信仰者はすでに新しい時代に属していることを実感
できることをパウロは訴えている。信仰者はもはやこの世に属する yucikovVでも
savrkinoV/sarkikovVでもなく、すでに新しい時代に属する pneumatikovVなのである。
そして、「すでに」と「まだ」の相違を認識するだけでなく、日常の行いによってそ
の違いを体現する必要性があった。しかし、zh:loVと e[riVはガラ5:20の savrxの悪徳表
に含まれているように、コリントの信徒たちは savrxの業を実践していた。それは
savrxの欲望を満足させ（ガラ5:16）、savrxに従って歩んでいる有様であった（ロマ
8:4）。

3.2.　1コリント6:12-20
　「savrxに従って歩む」（ロマ8:4,13）、「savrxの欲望を満たす」（ガラ5:16）、そして
「savrkinoV/sarkikovVである」（1コリ3:1-3）と批判される最も深刻なケースは性的不
品行（porneiva）である。porneivaやそれと同質の行為はパウロの手紙の悪徳表で必ず
最初にあげられる。311コリ6:12-20は売春の問題を扱っているが、パウロは信仰者の
sw:maがキリストの体の一部であり、pneu:maが宿る神殿であり、さらに終末時に復活
を経験する大切な存在であると力説している。信仰者の sw:maは主のために存在し、
主によって買い取られ、もはや自分自身のものでない。このような「からだの神学」
32に基づくならば、信仰者は自分の sw:maを自由に扱うべきでなく、主のために聖な
るものとして終末まで維持しなければならない。それゆえ性的純潔が要求されるのは
当然である。
　このように「からだの神学」がここでは支配的である一方、霊肉二元論が6:16-19で
機能していることが分かる。パウロは売春婦との結合と主イエスとの結合を対比し、
前者との結合は「一つの肉（eijV savrka mivan）」となることであり、後者では「一つ
の霊（e’n pneu:ma）」になることであると説明する。H. Conzelmann が指摘しているよ
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うに、33引用された創世記2:24では savrxは否定的意味をもたず、物質的な意味合いが
強い。それゆえ、霊肉二元論で見られる否定的な意味を直ちに savrxに見出すことは
困難である。しかし、savrxが主イエスとの霊的な結合に対比された売春婦との肉的
な結合を示すために使用されていることを考慮すると、否定的なニュアンスを無視す
ることはできない。porneivaが savrxの悪徳表の冒頭に掲げられることは両者が切っ
ても切れない関係であることを物語っている（ガラ5:19）。
　さらに、パウロが 1コリ6:17でなぜ pneu:maを使用するのかその理由に注意を払う
必要がある。すでに指摘したように、ここでは「からだの神学」が支配的であり、
sw:maの使用が期待される。実際、信徒の sw:maがキリストの体の一部（mevloV）であ
るといっているように（6:15）、主イエスとの結合を sw:ma同士の結合であると表現し
ても問題はなかっただろう。34しかしパウロは6:17で sw:maではなく、pneu:maを使用
する。これによって彼は pneu:maと savrxという対比を持ち込んでいることが分かる。
M. M. Mitchell も認識しているように、35主イエスとの霊的な結合とそれ以外の肉的
な結合とが本質的に異なることを示す上で、霊肉二元論が効果的に機能していると言
える。この二元論の導入によってパウロはコリントの信徒に決定的な救いの体験を思
い起こさせることが出来ただろう。その体験とは主イエスと霊的に結合するという洗
礼の出来事である（1コリ6:11;12:13; ロマ6:3-8; ガラ3:27）。これは終末論的緊張関係に
おける「すでに」の事態であり、savrxで象徴される「まだ」の事態と対照をなすも
のである。このように主イエスとの霊的結合を思い起こさせることで、信仰者たちが
savrxの悪徳にまみれた過去の生活から清められたことを確認している。この信念に
基づくならば売春婦との肉的結合は全くあり得ない。しかしながら、現実には肉的結
合がまだ可能であった。信仰者の sw:maはまだ完全に pneumatikovVではなく、終末の
日に sw:ma pneumatikovnに変態するまで savrxを抱えているからである（1コリ
15:42-54; ロマ8:22-23）。
　当時、職業として流布していた売春業36をキリスト信仰入信後も躊躇なく利用して
いた信徒は主イエスとの霊的結合とその他の肉的結合が相容れないことを認識してい
なかった。売春はこの世に属する savrkinoV//sarkikovVの振る舞いであり、事実、その
結合とはこの世のエージェントである遊女との結合である。この振る舞いは新しい時
代に属し、神のエージェントであるキリストと霊的結合をした pneumatikovVの振る舞
いとは相容れない。主の杯と悪霊の杯の両方を飲むこと、あるいはその食卓を共有す
ることが出来ないように（1コリ10:20-21）、信仰者と遊女との結合もあり得ない。37

パウロにとって porneivaは旧約聖書で禁止されているから、あるいは道徳的感性に照
らし合わせて相応しくないから忌避するべきものである、ということではない。キリ
スト信仰者はすでに霊的な結合を主イエスと経験しており、キリストの体の一部であ
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り、pneu:maがすでに宿っている神殿であるから、そのような性的不品行はあり得な
いのである。しかし信仰者は完全には pneumatikovVではなく、その「まだ」の事態が
売春婦との肉的結合という形で不幸にも露呈されてしまった。それに対して、パウロ
は両結合を霊肉二元論に基づいて対比することで、信仰者と porneivaとの非両立性を
強調している。
　このようにパウロの倫理勧告において終末論的霊肉二元論が機能していることが分
かった。この二元論を基軸に1コリ5:5の諸問題を再検討する。

4．1コリント5:5
4.1.　近親相姦者の savrx

　1コリ5:5の savrxが何を意味するのか大きく二つの見方に分かれる。一つは物質的
意味での肉体を意味する。もう一つは近親相姦で露呈した不道徳的性質もしくは性癖
を意味する。この問題は paradou:nai to;n toiou:ton tw:/ satana:/ eijV o[leqron th:V 

sarkovV, i{na to; pneu:ma swqh::/ ejn th:/ hJmevra/ tou: kurivouという宣告をどのように解釈す
るのかに関わってくる。ある研究者たちはこの宣告は近親相姦を犯した者の死を意味
していると考える。38この意見の場合、eijV o[leqronは1テサ5:3、2テサ1:9、1テモ6:9に
あるように終末論的破壊を意味する。また、死の力を持つ悪魔39や荒野でイスラエル
の民の一部を死に追いやった ojleqreuthvV（1コリ10:10）の事例との類似を指摘でき
る。また、旧約聖書は言うまでもなく、401コリ11:30、使徒5:5;13:11にあるように、死
や病気は不品行者へのごくありふれた罰であったことを指摘できる。しかしながら、
いくつかの理由でパウロが近親相姦者の死を意味したのか疑問が残る。
　まず、この解釈では i”na節を十分に説明できない。なぜなら、死刑という罰と救い
が矛盾するからである。しかし、パウロはここで人間を yuchvと sw:maから理解する
プラトン的二元論を借用しており、savrxの死と pneu:maの救いは矛盾しないと反論で
きるかもしれない。41この二元論に基づくなら、救いは yuchv（ここでは pneu:ma）が
死を通して sw:ma（ここでは savrx）から解放されることで実現する、そのことをパウ
ロは意図している、と。この可能性は否定できないが、パウロの霊肉二元論とプラト
ン的二元論とを同義として判断することには慎重であるべきである。なぜなら、彼は
sw:ma自体が悪いものとは捉えていなかったし、savrxさえも「救いを得るために離脱
しなければならない対象」としては捉えていなかった。さらに、復活の体は
pneumatikovVであるが、sw:maという型をもっていると考え（1コリ15:44）、また、現
在と将来（終末）と継続して sw:maの重要性を説いている（1コリ6:13-14）。これはプ
ラトン的霊魂不滅の理解とは異なる。
　次に、パウロが道徳的不品行者とつき合うな、食事も共にするなという勧告をして
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いるが（1コリ5:11）、文脈から近親相姦者を含めてこれを語っていることが分かる。
つまり、信仰共同体が追放したあとも近親相姦者と出会う可能性があると推察でき
る。このことは、paradou:nai to;n toiou:ton tw:/ satana:/ eijV o[leqron th:V sarkovVという
宣告をもってパウロが直ちに不品行者の死を想定していたのではないことを示す。す
なわち、宣告のポイントは不品行者の savrxを信仰共同体からサタンへ引き渡すこと
であって、該当者の死を意図しているのではない、ということになる。
　また、治療的懲罰や呪詛など別の解釈が可能であり、その場合も共通して死刑解釈
を支持しない。これらの解釈では o[leqroVの意味を「死」ではなく、1テモ1:19-20の
場合のように、治療的あるいは懲治的目的をもった追放を意味し、その具体的な宣告
に「信仰共同体の外へ」、つまり、「サタンに引き渡される」という表現がともなっ
た、と考える。この追放を通して該当者は自分の行いを悔恨し、悔い改めに導かれる
チャンスが与えられる。42該当者はサタンによって身体的罰を与えられ、苦痛を味わ
う。43このサタンの役割はヨブに「骨と肉」の苦しみを与えるが、死に至らしめるこ
とはしないサタンの役割を想起させる（ヨブ2:5-6）。44 
　他方、ある研究者はサタンの手に引き渡す（paradivdwmi）という表現は財産の喪
失、悲劇、疾患、可能性として死を含む強力な呪詛を意味していると考える。45ま
た、パウロは共同体による裁決が該当者に下される状況を主イエスの o[nomaと
duvnamiVに言及して説明しているが（1コリ5:4）、この描写も呪詛の状況を整える。46

さらに、彼が呪詛を発することは珍しくはない（1コリ16:22; ガラ1:8,9）。このよう
に、治療的罰あるいは呪詛の解釈においても、パウロが近親相姦者の死を直ちに47期
待して宣告をなしているのではないことが確認される。さらに更生を目指した懲罰的
な判断は、共同体による罰を十分に被った信徒への赦しを促すパウロの牧会的資質に
合い通じるものである（2コリ2:5-11）。
　以上、考察してきた死刑解釈、懲罰的解釈、呪詛解釈は共通して savrxを死、罰、
あるいは呪いを受ける物質的な対象として捉えている。しかし J. D. G. Dunn が主張
するように、savrxを「物質的な含蓄がある場所」と「道徳的な含蓄がある場所」と
いう分離した二つのカテゴリーに分けることは出来ない。なぜなら、savrxは意味の
連続体（スペクトル）をもっているからである。48この見解はA. C. Thiselton が重複
する二つの言語カテゴリーから savrxを捉えようとしてる姿勢に相通じる（「言語の記
述的用途」と「言語の評価的用途」）。記述と評価の基本的区別は可能であるが、「言
語は純粋に記述のために、あるいは純粋に評価のために専有されることはめったにな
い」。49確かに1コリ5:5における savrxは物質的意味が支配的である（記述的用途）。し
かし、savrxの意味の連続体と性的不品行というここでの主題を考慮すると、savrxと
いう言語に伴う肉的性質 ･性癖を見逃すことは出来ない（評価的用途）。また、注目
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すべきことは1コリ5:11に列記された悪徳のうち一つを除いてすべてがガラ5:20の
savrxの悪徳表に符合する。50この意味で近親相姦者は savrxの悪徳を具現した人物で
あると言える。このような観点から、破壊される savrxとは単なる肉体ではなく、
savrxがもつ肉的性質・性癖であると解釈することができる。51しかしThiselton 自身
認識しているように、肉体としての savrx（記述）と性癖としての savrx（評価）は重
複するため、二つの意味を完全に分離することは出来ない。
　以上から第三の解釈を導くならば、o[leqroVの意味を字義通りに「破壊」と捉える
一方、savrxを無害な物質的肉体としてではなく、また近親相姦者がその事例で露呈
した肉的性質 ･性癖としてではなく、そのような性癖が体現された「罪ある肉体」と
して解釈できないだろうか。この解釈の場合、savrxの破壊とは生物学的死を直ちに
意味するのではなく、罪ある savrxの死を意味する。この点について、パウロ自身表
現を曖昧に放置していることは否定できない。しかし彼自身、直接的に死刑宣告を意
味したかったのではなく、不品行が体現された罪ある savrxを信仰共同体から完全に
放逐することを強調したかったと推察できる。この解釈は、ガラ5:24で表明されてい
る彼の主張によって補強される。すなわち、oiJ de; tou: Cristou: th;n savrka ejstauvrwsan 

su;n toi:V paqhvmasin kai; tai:V ejpiqumivaiV。十字架につけて滅ぼされる savrxは人畜無
害の単なる物質的肉体ではなく、pavqhmaや ejpiqumivaが伴い、それらが体現される
savrxであることが語られている。しかしここでパウロは信仰者の生物学的死を意味
しているのではない。
　最後に、どのようにサタンが懲戒的な道具として協力するのか、という問題が残
る。サタンは人の肉的性質を誘発するのであって（1コリ7:5）、自分のいわば同盟者
でもある罪ある savrxを破壊することに協力するのだろうか？パウロはこの問題につ
いて何も語っていない。しかし B. Witherington が提案しているように、52「サタン
が直接に savrxを破壊する」ではなく、「サタンの王国 ･領域に引き渡される」と解釈
することが可能である。そして savrxの滅びはサタンの王国 ･領域へ引き渡されたあ
との事情であり、サタンが直接手を下すのかどうかは定かではない。つまり、ここで
の主眼はサタンによって直接的に破壊されることにではなく、savrxの破壊のために
サタンの王国 ･領域に移行することにある、と解釈できる。
　paradivdwmiの用法を知ることでこの解釈は一段と確かなものとなる。この動詞は
「伝承を伝える」（1コリ11:2,23;15:3）という大切な意味を持っていると同時に、権威 ･
力・所有権の変更を意味する。53ロマ1:24,26,28では「神の支配領域」から「情熱や情
欲に満たされた領域」への移行を表わし、2コリ4:11ではイエスのために死に渡され
るという十字架の死の追体験が語られる。イエスが死に渡されるという移行もこの動
詞が使用されている（ロマ4:25；8:32;1コリ11:23; ガラ2:20）。これは生から死への移行
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である。これらの箇所では「引き渡す」先は否定的な領域である。1コリ13:3では移
行先は明白ではないが、死に体を引き渡すことが示唆されている。1コリ15:24ではキ
リストの力が神に移管されることが語られており、引渡し先は肯定的な領域である
「神の領域」である。以上の考察から移行先が肯定的で神聖なところであろうと、否
定的で邪悪なところであろうと、paradivdwmiは「ある支配」から「別の支配」へと
いう後戻りできない移行を示し、移行後、それに関わった人や事柄は決定的な変化を
経験する、ということが言える。
　paradivdwmiのこのような意味の含蓄を考慮すると、「サタンに引き渡す」という表
現でもって savrxが別の力 ･権威の支配領域、つまり、サタンの王国 ･領域へ完全に
移行されることをパウロは意味したと言える。ここで、彼が黙示的二元論に基づいた
世界観を持っていたことを確認することが重要である。この世界観によると、この時
代は「この世の神」やサタンの力を含む邪悪な勢力に満ちており、その行く末は滅び
である（1コリ1:18;2:6;7:31;15:24-26;2コリ4:4）。近親相姦者によって肉的性癖が体現さ
れた savrxは pneu:maが臨在する信仰共同体に存在すべきではなく、邪悪なこの世、
つまり、滅びに向かうサタンの王国 ･領域に属すべきである。ガラ5:17で言及されて
いるように savrx は pneu:maに敵対する天的エージェントになり得るもので、「神の国」
を継承する信仰共同体に存在すべきではない。サタンに引き渡すことによる savrxの
滅びとはこのような世界観に基づいて語られていることに留意すべきである。
　近親相姦者は自らの不品行によって「信仰者がまだ savrxに生きている」という
「まだ」の状況を劣悪な形で体現した。彼が露呈した savrxの肉的性癖、そしてそれが
体現された savrxは滅びの運命に移管される。しかし彼はいち信仰者であり、そこに
は「すでに」の部分が内在している。この宣告のもう一つの課題である「救われるべ
き pneu:ma」とは何を意味しているのか次に考察する。

4.2.　近親相姦者 pneu:ma

　pneu:maは真正パウロ書簡で約120回も使用されている。そのほとんどが聖霊もしく
は神の霊、キリストの霊を意味する。541コリ5:5の pneu:maは通常、「彼の霊」と訳さ
れているように「人の霊」として解釈されている。しかしテキストは to; pneu:ma で
あり、「彼の」を示す指示代名詞はない。直訳すると「その霊」となる。パウロは近
親相姦者の霊を明示したかったのであれば、aujtou:をつけただろう。結果として曖昧
さを残す形になったが、本小論では、この曖昧さの背後に何があるのかを積極的に注
目したい。すでに考察した霊肉二元論、終末論的緊張関係の観点から to; pneu:maの意
味を考察する。
　結論を先に述べると、ここには「神の霊」と「人の霊」の両方が意味されていると
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推察できる。すなわち、神の霊と人の霊が融合・統合した pneu:maである。信仰者が
すでに pneu:maを受け、その pneu:maが信仰者の中に継続して臨在している場合、
pneu:maが人間の霊を意味しているのか、神の霊を意味しているのか区別が困難な場
合がある。パウロ書簡の中から1コリ5:5の解釈にとってより示唆的で重要な箇所を取
り上げて、この解釈の論拠としたい（ロマ8:10,15-16;1コリ6:17）。55 
　パウロは eij de; Cristo;V ejn uJmi:n, to; me;n sw:ma nekro;n dia; aJmartivan to; de; pneu:ma 

zwh; dia; dikaiosuvnhn（ロマ8:10）と語っているが、men-deという連結句を使って
sw:maと pneu:maを対比している。sw:maはロマ6:6や7:24と同様、罪に支配され、死に
定められた人間の体を示す。それゆえ、pneu:maもまた人間の霊を示すと理解でき
る。56しかし、全体の議論の趣旨は神の pneu:maが臨在している信仰者が生きる新し
い zwhvを説明することである。J. D. G. Dunn が指摘するように、57神の pneu:maと人
が生きる zwhvが繰り返し関係づけられている（8:2,6,11,13）。それゆえ、死に定められ
た sw:maと対比された pneu:maは、人間としての信仰者がもつ人間の pneu:maであると
同時に、信仰者に臨在し、zwhvを与える神の pneu:ma（8:9,11）でもあると考えること
ができる。
　神の pneu:maと人間の pneu:maはそれぞれ独立した実体であるが、両者の融合状態
はロマ8:15-16でも前提にされている。パウロは「アッバ、父よ」と信仰者を叫ばせる
神の pneu:maの機能について言及し、aujto; to; pneu:ma summarturei: tw:/ pneuvmati hJmw:n 

o{ti ejsme;n tevkna qeou:と説明する。ガラ4:6と違いここでは人間の pneu:maが言及され
ていることに注目すべきである。この説明は人間の霊的な次元が「神の霊がその啓示
的・贖罪的力を伝達する次元」58になり得ること、そして人間の pneu:maと神の
pneu:maとが何らかの方法で交流、対話、同意することを示唆している。59事実、パウ
ロは神の pneu:maが人間の心の奥底に関わり、執り成しの祈りを発することを知って
いる（ロマ8:26-27）。このような協働作業は神が人間に神の pneu:maを送ったことに
よって開始された。それはまさに決定的な救いの経験であり、入信の出来事であった
（8:15。アオリスト時制 ejlavbeteを使用）。この過去の経験は今なお現在、有効であ
り、神の子であることを証しする（8:16。現在時制 ejsmevnを使用）。このように神の
pneu:maと人間の pneu:maが融和し、それが救いの経験であり続けていることを認識す
るならば、ロマ8:10の pneu:maが神の霊であるか、人間の霊であるかを判別する必要
性はなくなる。なぜなら、両者の融和、ないし統合が前提にされているからだ。　 
　1コリ6:17もまた、神の pneu:maと人間の pneu:maの統合を前提にしていると解釈で
きる。パウロは oJ de; kollwvmenoV tw:/ kurivw/ e’n pneu:mav ejstinと洗礼時の主との結合の
経験を想起させている。洗礼は神と人間の交流・交信が不可欠な重要な機会である
が、その核となる出来事が「主と一つの pneu:ma」となることである。具体的にどの
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ように結合が生じるのか分からないが、人間側の霊的なものと主の霊的なものが結合
して、一つの pneu:maとなると考えるのが自然であろう。その結合は本来的に肉体的
結合ではあり得ない。となると、人間の pneu:maが主の pneu:maと結合すると推定で
きる。その結合では二つの別々の pneu:maが共存するのではなく、一つの pneu:maが
あるのみである。60W. A. Meeks は洗礼儀式において入信者は神の pneu:maを受け、
「アッバ、父よ」と叫びの応答をする、と推察している。61すでにロマ8:15-16で見た
ようにこの叫びは神の pneu:maと人間の pneu:maの交流、融合を示す重要な救いの出
来事である。このように、それぞれの pneu:maが一つとなり、その結合を通して、破
壊することができないキリストとの結合を信仰者は体験するのである。62その意味で
「pneu:maの神殿としての信仰者の体」（1コリ6:19）とは単なる比喩的表現ではなく、
救いの実存的事態を示している。以上の考察から、1コリ6:17の pneu:maは信仰者の体
に臨在し、活動する、「神の pneu:maと人間の pneu:maが融合した pneu:ma」であると解
釈できる。
　では、1コリ5:5の pneu:maはどのような pneu:maなのだろうか。すでに見たように、
滅ぶべき savrxは肉的性質・性癖を体現した savrxを指している。それゆえ、救われる
べき pneu:maは霊的性質（道徳的資質）を内包する pneu:maと解釈できる。たとえば、
J. Murphy-O’Connor は savrxと pneu:maはそれぞれ違った角度からみた人間全体を示
していると解釈する。pneu:maは「神を志向するところの人格全体」を、savrxは「神
から乖離していくところの人格全体」を示す、と。63このような解釈は理解できる
が、パウロの倫理勧告は人格的志向を第一の課題として持っているのではなく、決定
的な救い・入信の出来事を契機として信仰者に神の pneu:maが与えられ、それが今も
なお継続し、信仰者の道徳的生活において有効であるという事態に基づいていること
を見逃してはならない。
　無論、1コリ5:5はそのような救いの出来事について触れていない。しかし続く節が
（5:7-8）重要な手がかりを与えてくれる。パウロは入信・洗礼における実存的変化に
ついて、信仰者を「パン種が入っていないもの（a[zumoV）」として喩える。a[zumoVと
しての信仰者は「悪意と邪悪の古いパン種（zuvmh）」と対比され、新しい純粋なパン
でキリストの過越祭を祝うことを求められている。a[zumoVとは「zuvmhがない」とい
うことである。zuvmhは比喩的に使用されて、しばしば「良くない、不道徳な、邪悪
な」を意味する。64よって、a[zumoVは悪意、不品行、邪悪がない状態を意味すること
になる。生贄の小羊としてのキリストがここでは言及されているので、救済論的意味
合いを読み取るならば、a[zumoVの喩えには信仰者の救い・入信の経験、すなわち、
洗礼時にpneu:maを受け、すべての罪が洗われたこと（1コリ6:11）、あるいは実存的・
内的変化を経験したこと（2コリ5:14-17; ガラ6:13）が示唆されていると言える。65こ
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れらを考慮して kaqwvV ejste a[zumoi の敷衍的解釈を施すならば、「あなたたちはパン
種が入っていない者なのです。それはあなたたちがキリストにおいて洗礼を受け、キ
リストにおいて新しく造られたからです」となるだろう。無論、過越祭は新しい創造
や内的変化などのイメージを本来持ち合わせていない。しかしその祭典は神の民とし
てのイスラエルが原初的に形成されたことを記念して祝うものであり、原初的形成と
いうモチーフはキリスト者としての誕生、すなわち、救い・入信の体験を連想させる
のに一定の効果はあっただろう。
　さらに、ここでパウロの倫理勧告の特徴を想起することが重要である。彼は常に信
仰者がすでに変化した経験を前提に語る。すなわち、信仰者が「すでに」体現してい
ることに基づいて勧告を行う。B. Witherington が説明しているように、 66パウロの倫
理勧告は、「自分がすでにそうであるようになりなさい、キリストがあなたに働いた
そのままを体現しなさい」という主旨をもつことがしばしばである。彼の勧告は信仰
者がすでに経験した変化に基づいたものである。こういうわけで、「あなたたちはい
つも新しい練り粉のままでいなさい。現にあなたたちはパン種の入っていない者なの
だから」と語ったのである。
　このような救い・入信の体験における実存的意義がパウロの倫理勧告では常に前提
とされていることを考慮するとき、近親相姦者自身、そのような体験をした信仰者で
あることは重大な意味を持つ。換言すると、彼は洗礼時に pneu:maを受け、内的変化
などを経験した。そして彼の sw:maは pneu:maが宿る神殿である。パウロが1コリ5:5
で「救われるべき to; pneu:ma」 を言及したとき、これらの事情を念頭に語ったと推察
しても間違いではないであろう。67この点において、E. Schweizer の洞察は有意義で
ある。彼によると、1コリ5:5の to; pneu:maは人間に与えられた神の pneu:maであり、
ただしそれが新しい「わたし」を創造する限りにおいてそうである。それゆえ、もし
キリスト者であることを辞めるならば、新しい「わたし」は消滅する、と。 
　近親相姦者は信仰者として、神の pneu:maと人間の pneu:maとが融合された pneu:ma

を保持しており、パウロはその pneu:maが救われることを祈念したと言えるだろう。
近親相姦者は性的不品行によって「すでに」の状況を矮小化し、「まだ」の状況を悪
化させた。彼は「すでに」と「まだ」という終末論的緊張関係の只中で均衡を失っ
た。しかしながら、パウロは「すでに」の状況に望みを託し、「主の日に to; pneu:ma

が救われるために」と祈願した。この慈悲的な見通しは1コリ3:15で終末時にそれぞ
れの業が吟味され、たとえ燃え尽きて損害を受けたとしても、その火を通して救われ
ることを言及していることに符号する。信仰を持たない者と違い、信仰者は洗礼を受
け、内的変化を経験している。たとえ生前に行った業が無価値なものとして燃え尽き
ても、たとえ道徳的不品行を犯し、信仰共同体から追放されても、救いのチャンスが
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なお残されていることをパウロは認めている。何が彼をこのような認識に至らせたの
かは不明であるが、入信 ･洗礼時の pneu:maの受容とそれに伴う実存的変化がひとつ
の要因であったことは間違いないであろう。
　パウロは1コリント5:5で決して折り合いのつかない二つの事態に直面した。赦すこ
との出来ない porneivaとそれが信仰共同体に臨在していること、そして違反者が信仰
者であり、その人物の pneu:maと神の pneu:maは堅固に結びついており、それがなお
有効であること。パウロはどちらの事態も無視することは出来なかった。よって
porneivaが体現された savrxをサタンの領域へと追放することでその滅びを、そして
信仰者が保持する to; pneu:ma の救いを祈願した。ここに「すでに」と「まだ」とい
う緊張関係の下に終末論的霊肉二元論が機能していることが分かる。
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